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１．はじめに 

複屈折性を有する高分子材料からなるシートやフィルムを一対の偏光フィルムの間に挟むと着

色現象が観察される(1-4)．今回，透過光のスペクトル測定を通して，この現象の検討を試みた． 

２．測定方法および結果 

市販のセロハンテープを所定の枚数だけ同方向に重ね貼りしたサンプルを作成し，これをライ

トボックス上にクロスニコル配置に置いた一対の偏光フィルムの間に挟み込んで，着色現象を生

じさせた．着色現象が最も顕著に観察されるようにサンプルの主軸がクロスニコル配置の偏光フ

ィルムの軸に対して約 45度になるように配置して，着色状態における透過光スペクトルをコニカ

ミノルタ製分光放射輝度計 CS-1000 で測定した．測定結果の例を図 1に示す． 

 

 

(a)5 枚／垂直方向 

 から測定 

 

 

 

(b)4 枚／45 度方向 

 から測定 

 

 

図 1 透過光スペクトルの測定例 

 (a)はセロハンテープを 5枚重ねたサンプルの透過光を垂直方向から観察した場合，(b)は 4枚重

ねたサンプルの透過光を 45度方向から観察した場合である．目視でも同じ様な着色が観察された

が，極めて類似したスペクトルが得られた．(a)及び(b)のそれぞれで両サンプル内の光の透過距離

はほぼ同じになることから，着色状態はサンプル内の光の透過距離に依存することが確認できた． 

３．おわりに 

 サンプルの厚さや観察方向を変えて，サンプル内の光の透過距離が着色現象に与える影響をさ

らに検証していきたい． 
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